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(OX1R) と2受容体 (OX2R) を介して、睡眠・覚醒の制御
や自発行動、ストレス反応や報酬などの生理機能を持つ
ことが明らかになっています。近年、私共の研究室では
このオレキシンが恐怖記憶の形成、および想起の過程に
も非常に重要な役割を果たすことを報告しました。また、
OX1RとOX2Rはそれぞれ異なる条件下での恐怖記憶のメ
カニズムと関連していることも明らかにしており、この
点については今回多くの研究者の方に興味を持って頂き
ました。また、実験に用いている抗体に関してオレキシ
ンを研究しているオーストラリアの研究者の方から共同
研究の依頼も受け、非常に収穫の多い発表となりました。
オレキシンと恐怖記憶の関係については、先行研究など
はほとんどなくOX1R、OX2Rがどのようなメカニズムで
その機能に関わっているのか全く明らかになっていませ
ん。したがって、どのような作用機序を想定しているか
についての質問がとても多く、その際なかなか彼らが納
得するような説明ができない自分の勉強不足を痛感しま
した。また、情動記憶を専門にしている方にも多数質問
をしていただき、どのように恐怖記憶におけるオレキシ
ンの役割を詳細に解析していくかについて、非常に有効
なアドバイスをいただきました。今後の研究の方向性に
ついて悩んでいた時期でもあったため、すぐにでも実践
してみたいという意欲が沸々とわいてきました。このよ
うな深い議論ができるのもポスター発表の醍醐味である
と思います。
　国際学会は海外の研究者とのつながりを広げる絶好の
機会ですが、意外にも自国の研究者とのつながりが広が
る場でもあるなと感じました。日本からの参加者が少な
いこともあり、同じ研究領域で日本人の方に会うと、必
ずと言っていいほど自己紹介と研究の話になります。同
じ研究領域なので当然共通の知り合いが何人かいたり、
出身大学の話になったりと話は尽きません。また、その
方を通して海外の研究室事情を聞いたり、同世代の日本
の研究者を紹介していただいたりと非常に濃密な時間を
過ごすことが出来ました。情報化社会になり、ある程度
の情報はパソコン一台で得ることができるようにはなり
ましたが、情報の実用性や信頼性において人と人との情
報交換に勝るものはないなと身にしみて実感しました。
今後も国内外問わず学会や研究会には積極的に参加し、
様々な人と関わる中で自分の研究をアピールしていきた
いと思います。
　最後になりますが、抄録やポスターの添削に最後まで
付き合っていただき、このような発表の機会を快く承諾
してくださった研究室の皆様に深く感謝いたします。
